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「観光的視点」（表象）でしかない。ロラン・バルトの用語を借りればsigne vide（Roland Barthes, 
La Tour Eiffel in Œuvres complètes, Tome I, p. 1384, Seuil,1993）だからこそ人は観光表象から自
由になることは出来ないのだ。
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